
総合評価方式・探究型の出題例をご覧いただくにあたって

高校で取り組まれている「探究学習」のように、自分で「問い」を立て、その問いに対する答えを導き出す
ためには、どのようなデータを集めたり調査をしたりする必要があるかということについて答える試験
です。

●解答方法 ▶ タイピング式か、解答用紙への記述式かを出願時に選択します。

タイピング式

画面に表示される試験問題
についてPCで直接解答を
入力します。

記述式

画面に表示される試験問題
について解答用紙を使って
手書きで解答を記入します。

「問い」を立てる

最初に複数の資料（下記のように文章や図表、写真等を提示しますが、
試験回により資料数や種類は変わります）を関連付けて、自分なりの「問い」を立てます。

１

過年度の出題例 ▶▶ 3ページ以降の資料＜1＞～＜５＞をご参照ください。

記述式の解答欄

https://r.apu.jp/point/kijyutuhttps://r.apu.jp/point/typing

●設問は１～４まであり、解答欄に書かれています。

下記は、記述式の解答欄を例に示しています。問題を解く際の参考にしてください。

タイピング式の解答欄はこちらをご参照ください。

解答のポイント ▶▶

タイピング式の解答欄

総合評価方式・探究型について

設問

解答のポイント ▶▶

https://r.apu.jp/point/kijyutu
https://r.apu.jp/point/typing
https://r.apu.jp/point/typing


「問い」に対する自分なりの答えを考える

設定した「問い」に対して、自分なりの答えを記述してください。
３

どのようなデータを集めたり調査をしたりする必要があるかを考える

あなたの答えを証明するために、どのようなデータや調査結果が必要であるかを具体的に記述して
ください。またそのようなデータや調査結果を得るためには、具体的にどのような実験や調査を行
う必要があるかを記述してください。

４

「問い」の社会的意義を考える

上記で設定した「問い」の答えを導き出すことが、どのように社会に役に立つと思われるのか、
また社会的にどのような価値があるのかを考えてください。

２

2.上記１．で当該の「問い」を選択した理由（選択した「問い」のもつ意義や社会的価値等）を書きなさい。
<200字以内>

３.上記１．で選択した「問い」に対する「自分なりの答え（仮説）」を書きなさい。

SDGsなども参考に
考えてみよう

次ページ以降は、過年度の総合評価方式・探究型の試験において示された５つの資料

です。上記の設問１～４を見ながら、自分なりの答えを考えてみましょう。

設問

設問

設問

４．（１）「自分なりの答え（仮説）」を証明するために、どの様なデータや調査結果等が必要であるかをできるかぎり具体的に
書きなさい。その際、複数のデータや調査結果等が必要な場合は、すべて書き出しなさい。

４．（２）上記（１）のデータや調査結果等を得るために、どの様な実験や調査等を行う必要があるかをできるかぎり具体的に
書きなさい。その際、複数の実験や調査等が必要な場合は、すべて書き出しなさい。



 
 

総合評価方式 探究型 

 

＜資料 1＞ 

 

(Source: UNTWO, International Tourism to Surpass Pre-Pandemic Levels in 2024 
https://www.statista.com/chart/21793/international-tourist-arrivals-worldwide/) 
(Source: Forward Keys, Destination rankings of summer 2023 reveal 5 major travel trends 
https://forwardkeys.com/destination-rankings-of-summer-2023-reveal-5-major-travel-trends/#) 

https://www.statista.com/chart/21793/international-tourist-arrivals-worldwide/
https://forwardkeys.com/destination-rankings-of-summer-2023-reveal-5-major-travel-trends/


 
 

＜資料 2＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：国土交通省観光庁，2024，『訪日外国人の消費動向 訪日外国人消費動向調査結果及び分析 2023 年 年次報告書』，国土交通省観光庁 

 

 



＜資料 3＞ 

 

(Source: UNWTO, IPSOS, 2019, Global survey on the perception of residents towards city tourism: impact and measures) 

観光があなたの住む街にどういう影響を与えているか？ 



 
 

＜資料 4＞ 
都道府県別外国人延べ宿泊者数（2023 年）と 2019 年比及び前年比 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三大都市圏及び地方部における外国人延べ宿泊者数比較 



 
 

 

 
 
 
 
出典：国土交通省観光庁，2024，『宿泊旅行統計調査（2023 年・年間速報値）』，国土交通省観光庁 

 
 

 



 
 

＜資料 5＞ 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：外国人観光客向けに二重価格，「おもてなし日本」での導入に賛否，読売新聞，2024-9-20，読売新聞オンライン， 

https://www.yomiuri.co.jp/economy/20240919-OYT1T50145/ 



 

 

 

 

 

 

総合評価方式・探究型 模範解答例 
※下記は、模範解答であり、本試験の解答は一つではありません。 

 

１．与えられた資料から、自分なりの「問い」を異なる視点から 3 つ列挙しなさい。その際、2 つ以上の資料を関連付け、「関連 

付けた資料番号」欄に〇印を付けること。その上で、本試験で取り組む「問い」を 1 つ選び、「選択」欄に〇印を付けなさい。 

 
関連付けた資料番号 

問い 選択 
1 2 3 4 5 

① 〇 〇  〇 
 2023 年の旅行客は、コロナ禍以前の水準までに回復の兆しを見せたが、旅行客の目的や志向に変化はあ

ったか。 
 

②   〇  〇 外国で導入されている二重価格を日本で導入することに賛否がある理由は何か。  

③  〇 〇 〇  
都市部に比べて地方の観光客数は回復が遅れているようにも見えるが、観光客を地方に呼び込むことで

地方創生、地域活性化につなげることはできるか。 
〇 

 

 

２．上記１．で当該の「問い」を選択した理由（選択した「問い」のもつ意義や社会的価値等）を書きなさい。＜200 字以内＞ 

観光における社会的意義として、地域経済の活性化と雇用創出の促進が挙げられる一方で、単に観光客を増やすだけでは、オ

ーバーツーリズムや文化的遺産、自然環境を壊すといった問題にも繋がりかねない。文化的遺産や自然を守りつつ、地域住民

と観光客が共生し、持続可能な観光を目指すことによって、ユニバーサルデザインの導入や多言語対応が進むなど、誰一人取

り残さない社会づくりや経済成長に貢献することができると考えた。 

 

 

３．上記１．で選択した「問い」に対する「自分なりの答え（仮説）」を書きなさい。 

海外からの観光客は今までの日本人観光客にプラスした収益の獲得のチャンスである。チャンスを活かすためには新たな雇用

が必要であり、施設等の整備を行う必要も出てくる。そのようになれば街全体に活気が生まれ、地方の活性化に繋がっていく

ことが期待される。一方で、観光マナーや文化の違いなどを原因として地域住民との間に問題が発生したり、新しい変化に対

応が困難な地域が存在したりすることが想定される。現在の自然や文化を守りつつ、どのように対応をしていくかを一丸とな

って考えることで、持続可能な社会へと繋げることができると考える。 

 

 

４．（１）「自分なりの答え（仮説）」を証明するために、どの様なデータや調査結果等が必要であるか、収集方法も含めできるか

ぎり具体的に書きなさい。その際、複数のデータや調査結果等が必要な場合は、すべて書き出しなさい。 

（１） 

①観光客や宿泊者が増加している地域への交通アクセス時間。外国人が旅行先を決める際に重視している項目。 

②各都道府県の失業率と所得収入の経年データ。交通インフラや Wi-Fiなどのインターネットの普及状況。 

③地域住民の意識調査（観光客が増えたことにより生活が豊かになったと感じているか、新たに発生した課題など） 

④上記③について、都道府県による違いはあるか。 

オーバーツーリズム等の観光によって生じる問題への取り組みや観光地の分散化など外国における成功事例を調査する。 

 

４．（２）上記（１）のデータや調査結果等を得るために、どの様な実験や調査等を行う必要があるかをできるかぎり具体的に書

きなさい。その際、複数の実験や調査等が必要な場合は、すべて書き出しなさい。 

（２） 

（旅行者向け）来日に関する情報収集方法及び目的地の決定理由に関するアンケート調査やヒアリング調査 

（旅行者向け）旅行の満足点・不満点及び再来日の意向に関するアンケート調査。広く収集するためにインターネットを活用して実施。 

（事業者向け）雇用状況及び新たな業種を含む起業状況の調査。国の統計データ等を活用する。 

（地域向け）観光客増加による影響及びイメージに関するアンケート調査 

先進地域における対応方法による成功例・失敗例の調査、インターネットで情報を収集し、参考になり得る事例については、関係者に連

絡をとり、オンラインシステムなども活用しながら、ヒアリングを行う。 
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